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 ぼくの右手は、五本のゆびがあります。でもぼくがよんだ『さっちゃんのま

ほうのて』の中に出てくるさっちゃんの右手には、ゆびがありません。とても

かわいそうです。ごはんは左手でたべるのかな。生かつしにくいだろうな。い

のちのつぶが、おなかの中でけがをして、ゆびができなかったなんてかわいそ

うだなと思いました。そして、ほかにも色いろなけががありそうだなと思いま

した。 

 ぼくがかよっている「ふるさとの森の学どう」にも、足がわるくて車いすに

のっている友だちがいます。名前はＪくんです。とても明るくて、さいしょＪ

くんから、 

「何年生。」 

と話しかけてきました。それですぐになかよしになりました。いっしょに学ど

うでゼリーをつくったり、ボールあそびをしたりします。ボールあそびのとき

は、Ｊくんがボールをおとしたら、ぼくがひろいにいきます。でもぼくよりず

っと上手であまりおとしません。車イスにのっていて、たいへんそうだけど、

たいへんだと言うことは、聞いたことがありません。Ｊくんも、おなかの中で

けがをしたのかな。でも、いつでもげん気で明るいＪくんがぼくは大すきです。

これからもなかよしの友だちでいたいなと思っています。 

 ままごとで、おかあさんのやくをしたいさっちゃん。 

「右手がないのにおかあさんって、へんだもん。」 

と言われておこったさっちゃん。ぼくは、いじわるなことを言う人はいやだな

と思いました。右手がなくても、じぶんのことができるさっちゃん。左手だけ

でがんばっているさっちゃん。さっちゃんは、きっといいおかあさんになれる

と思いました。 

 さっちゃんやＪくんみたいにがんばっている人たちに、これからも会ってみ

たいなと思いました。そして、ぼくももっともっとげん気に明るく生きていき

たいと思いました。 


